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研究成果の概要（和文）： 

黒潮の影響を受ける沖縄、和歌山、静岡、千葉、東京、岩手の各都県の沿岸域において、海藻

から底生性渦鞭毛藻類を採集し、種を査定するとともに培養株を作り生理的特性を調べた。その

結果、シガテラ原因種のGambierdiscus属の種と、共存するOstreopsis属の種も発生量は少ない
ものの極めて分布が広いことがわかった。また、本州で得られた株の塩分耐性は他と変わりはな

いものの、20℃以下の低温域でも増殖し、低温耐性が強いことがわかり、広域化機構を理解する

うえで重要と考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Various benthic dinoflagellates were collected for species identification and 

establishment of clonal cultures from macroalgae growing in Pacific coastal areas of several 

prefectures such as Okinawa, Wakayama, Shizuoka, Tokyo. Chiba, and Iwate. 

Gambierdiscus and Ostreopsis were found from wide areas, although their population 

densities were low.  Physiological characters analyzed using the cultures showed that 

clones from Honshu had similar optimum salinity range, but better tolerance to low 

temperature (< 20 degree), comparing with those from tropical areas.  This fact is 

important for consideration of distribution expansion mechanisms. 
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１．研究開始当初の背景 

シガテラとは主にサンゴ礁海域で取れる
魚を食することによって発症する、熱帯・亜
熱帯域に多い食中毒である。シガテラの原因
生物は、底生性渦鞭毛藻の Gambierdiscus 
toxicus であり、毒化機構は『海藻に付着し

ている原因渦鞭毛藻→草食魚→肉食魚』とい
う食物連鎖が考えられている。その規模は、
世界で年間 2 万～6 万人の患者が発生してい
るとされ、自然毒の食中毒としては世界最大
規模である。我が国ではごくわずかの例を除
き、沖縄等の九州南部から報告が殆どであっ
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たが、近年、本州太平洋沿岸の和歌山・三重・
静岡等から、釣りにより採集されたイシガキ
ダイによる中毒罹病報告が続いた。我が国に
おける原因種の調査は、本研究申請者が古く
1981 年に沖縄で、続いて原と堀口が同時期
に伊豆で打ち上げ海藻から採集したのみで、
最近までほとんどなかったが、佐古らが四国
沿岸域で採集したのに続き、本年申請者らも
本州中部の和歌山、伊豆から発見している。
しかし、実際にどの範囲の海域まで分布して
いるかという点については全く調査例がな
く、不明のままである。 

現在のところ上述のようにシガテラの発
生地域は、熱帯・亜熱帯地域ばかりでなく、
温帯域へ広がっているようにみえるが、その
理由として、地球温暖化に伴う海水温上昇に
よるG. toxicusの分布域拡大の可能性が考え
られる。しかし、G. toxicusは一般に発生細
胞数がきわめて少なく、従来の採集法では検
出精度が悪いため、分布域拡大の検証には、
新たな方法の開発が必要である。すなわち、
原因種G. toxicusは海藻の表面に付着してい
るおり、海藻試料を濾過海水で洗浄し、その
後篩等を用いて濃縮するが、こうして得られ
た試料には多くの夾雑物が含まれ、G. 
toxicus を検出計数および観察するのが困難
であり、また多くの時間を必要とする。また、
G. toxicusは培養株の作成・維持が非常に困
難であるため、生理・生態学的情報がほとん
ど無く、いままでに簡易検出法は開発されて
いない。 

 

２．研究の目的 

平成 20 年以降わが国中部太平洋沿岸の異
なる場所から、シガテラ毒を体内に蓄積して
いたと思われるイシガキダイによる食中毒
が、数件報告された。これらはその症状から
シガテラに相違ないと思われたので、われわ
れはそのイシガキダイが採捕された海域で
原因種の採集を試みたところ、原因と思われ
る底生性渦鞭毛藻がごく少数であるが広い
海域から発見された。このような予備的調査
結果を踏まえ、本研究では、従来分布してい
なかった、あるいは分布することが予想され
なかった海域への広域化の機構について細
胞生理学的手法を用いて知見を得ることを
目的とした。また、分子生物学的手法を用い
た原因渦鞭毛藻の簡易検出法を開発して、国
内のシガテラの原因となる底生性渦鞭毛藻
類の発生状況を、広く日本沿岸全体で調査す
ること、およびすでに分布が確認されている
本州太平洋沿岸域における大量発生の機構
解析を行い、シガテラの広域化防止対策に役
立てることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

シガテラの発生事例を西日本各県の水産

試験場などに依頼して調査を行い、発生が確
認された場合には原因魚種とその魚が採捕
された海域を調べ、可能であればその海域で
底生性渦鞭毛藻相の調査を試みた。 

また、沖縄、和歌山、静岡、千葉、東京、
岩手の各都県の沿岸域で海藻を採集し、その
表面を洗浄後、その洗浄液を 250、125、20 
ｍの網目の張ってあるふるいでろ過して、
125 および 20ｍのふるい上に集められた残
渣から底生性渦鞭毛藻を顕微鏡下で探索し
た。見つけることのできた渦鞭毛藻は種を同
定するとともに、培養株を作成して生理的特
徴の把握に努めた。

確立されたG. toxicusの培養株は通常の顕
微鏡および走査型電子顕微鏡で形態観察を
行うとともに、遺伝子解析として分子種の
SSU rDNA および LSU rDNA の領域に加え、
微細藻の系群判別を行う場合有効であると
されている ITS領域の塩基配列を比較し、分
布地域間の比較を行い、類縁関係の推定を行
った。 

研究対象としては、G.toxicus ばかりでな
くシガテラ中毒との関連が強く疑われてい
る底生性渦鞭毛藻の Prorocentrum や
Ostreopsis についても分布生態や形態観察
と培養株の確立を行った。 

 

４．研究成果 

本州において、2007年と2008年に発生した

合計３件のシガテラ中毒は、発症者が自ら本

州沿岸で釣り上げたイシガキダイを食したこ

とによるものであった。しかし、2009年に本

州において発生した１件のシガテラは本州に

おいて釣り上げた魚ではなく、鹿児島県喜界

島で釣り上げたバラフエダイを持ち帰って食

し、シガテラに罹病したもので、2009年以降

本州沿岸から得られた魚類を食することによ

るシガテラの報告は無かった。 

シガテラ毒生産種 G. toxicusの分布と生
理特性を調べるため、黒潮域の八丈島におい

て調査した結果、採集した海藻から数は多く

ないものの同種を発見できた。発見できた海

藻は特定の種ではなく、マクサ類・ヘラヤハ

ズ・ウミウチワ・シマオオギといった様々な

種であり、海藻に対する付着の特性は認めら

れなかった。これは今までの知見と異なって

いたが、数少ない細胞が様々な海藻に付き、

それらが多く増殖するには特定の海藻である

こと、あるいは水温等の環境が継続的に長期

適していることが必要と考えられた。 

そこでこれらの海藻から得られた同種の培

養株を作成し、過去の研究で確立され、代表

者の研究室で維持されている和歌山、沖縄、

タヒチの株と温度耐性を比較したところ、八

丈島および和歌山から得られた株は、沖縄お



 

 

よびタヒチから得られた株よりも低い温度で

十分な成長が可能であった。また、塩分耐性

においては４つの地域間で大きな差は無く、

比較的高い塩分（塩分２０）から成長が可能

であり、高い塩分（塩分３０以上）で良好な

成長が確認された。 

このほか、シガテラに関連するとされてい

るOstreopsisも千葉、静岡、沖縄で実施した
調査から発見されており、これらの培養株を

確立することができた。培養株を用いて種を

査定したところ、千葉と静岡から得られた培

養株は、O. ovataであり、沖縄からはO. ovata 
とO. lenticularisであった。 
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